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ＳＳ理数探究Ⅰ 統計処理① 

 

１．本ラウンドの目標 

・統計学に関する基本事項を理解する。 

・統計処理の方法について演習を通して身に付ける。 

 

２．探究活動の中で守るグランド・ルール 

ほ：本当にそうなのか？と疑う 

けん：建設的に議論する 

（の） 

ま：まずは言ってみる 

あ：相手の意見をしっかり聞く 

ち：ちがう視点はないかと考える 

 

３．統計学とは 

 

 

                   

 

 

 

 もともとは・・・・・・ 
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「数値の集団から、その

集団についてのどのよう

な情報を引き出せるか」 

「手持ちのデータ

の最適な使い方を

学ぶ」 

「手持ちのデータを分

析して、まだ手に入れ

てないデータについて

議論する方法を学ぶ」 

人口調査 農作物収穫量調査 病死者数統計 ゲームの勝率 

集計・分析・推測 

   記述統計学 推測統計学 

統計学 
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 現在の統計学と関連分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

→ 課題１ 

４．統計的探究 

   

 

 

 

  「統計的探究をする」→「統計的な問いに取り組む」              → 課題２ 

 

統計的探究の手順：PPDAC サイクル 

 

 Problem  問題   テーマを設定し、そこでの課題を考え、具体的に問題をとらえる。 

 Plan    計画   ① 問題の重要度を測る指標、その変動に影響を与える要因系の指標を決定 

            ② 明らかにしたい仮説を設定  

                       ③ 必要なデータや統計資料を考え、その収集計画を立てる。 

 Data    収集   ① データや統計資料を集める   ② データテーブルに整理する。 

 Analysis  分析   データや統計資料をまとめる 

             ① 全体の傾向をみる   ② 条件の違いやグループに分けて比較 

③ 2 つの変数の関連性を見る   ④ 2 つの変数の因果関係を見る 

             ⑤ 時間経過による変化を見る   ⑥ 対象を分類する 

Conclusion 結論   ① 分析の結果を読み取る  ② 最初の仮説に対して判断する 

             ③ 問題の解決策を提案する                

事柄の現象や傾向を統計

的に分析し探究すること 

中学生と高校生では高校生の方が背が高い 

中学生と高校生では平均身長が高校生の方が高い 

だから高校生の方が中学生より背が高い人が多い 
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ワークシート 

 

課題１：統計学が関連している分野を取り上げ、現在どのような事柄が統計学と関連しているのか 

グループで考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  年  組  番 氏名                   



統計処理① 

 

4 

沖縄県立球陽高等学校・球陽中学校© 

 課題２：以下の資料は、文部科学省「令和元年度保健統計調査」より小中高校生の平均身長につい 

て抜粋したものである。これらの資料から統計的に読み取れることをあげ、傾向や特徴に 

ついてグループで考えてみよう。 
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＜教師用資料＞ 

文部科学省「令和元年度保健統計調査：調査結果の概要」 

https://www.mext.go.jp/content/20200319-mxt_chousa01-20200319155353_1-3.pdf 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/content/20200319-mxt_chousa01-20200319155353_1-3.pdf

